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人
事
案
件

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
人
権
擁
護
委
員
の
菅
沼
道

雄
さ
ん
（
堀
工
町
）
の
任
期
が
、

本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
満
了

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

推
薦
し
た
い
と
し
て
、
人
権
擁

護
委
員
法
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
に
対
し
意
見
を
求
め
ら
れ
た

も
の
で
、
推
薦
に
つ
き
全
員
一

致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

▽
館
林
市
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置

の
許
可
等
に
関
す
る
条
例
＝
公

衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の

見
地
か
ら
、
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設

置
及
び
管
理
並
び
に
移
動
火
葬

本
会
議
の
あ
ら
ま
し

　

令
和
元
年
館
林
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
７
日
か
ら

24
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
市
長
か
ら
の
議
案
等
は
、
追
加

議
案
を
含
め
20
件
、
諮
問
１
件
、
報
告
１
件
で
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
請
願
１
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

車
に
よ
る
火
葬
に
つ
い
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、

ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
等
の
適
正

化
を
図
り
、
も
っ
て
市
民
の
良

好
な
生
活
環
境
の
保
全
に
資
す

る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
個
人
市
民
税
に
お

い
て
、
非
課
税
措
置
の
対
象
に

単
身
児
童
扶
養
者
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
軽
自
動
車
税
に
お
い

て
、
ま
ず
、
消
費
税
率
引
上
げ

に
伴
う
対
応
と
し
て
、
本
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
取
得
し
た
場
合

に
、
環
境
性
能
割
の
税
率
を
１

％
分
軽
減
す
る
も
の
で
す
。
次

に
、
種
別
割
に
お
け
る
グ
リ
ー

ン
化
特
例
（
軽
課
）
の
期
間
を

令
和
３
年
度
ま
で
延
長
す
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度

及
び
５
年
度
の
特
例
を
電
気
自

動
車
等
に
限
っ
て
新
設
す
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
建
築
基
準

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
増
改

築
等
を
伴
わ
な
い
用
途
変
更
に

係
る
全
体
計
画
認
定
制
度
が
導

入
さ
れ
た
た
め
、
当
該
認
定
申

請
に
係
る
手
数
料
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
既
存
建
築

物
を
一
時
的
に
他
の
用
途
に
転

用
す
る
場
合
の
制
限
を
一
部
緩

和
す
る
許
可
制
度
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
や
、
前
面
道
路
側
に
壁

面
線
の
指
定
を
行
っ
た
場
合
に
、

建
築
物
の
建
蔽ぺ
い

率
を
緩
和
で
き

る
許
可
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
当
該
許
可
申
請
に

係
る
手
数
料
を
追
加
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
市
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
市

営
住
宅
の
入
居
要
件
と
な
っ
て

い
る
同
居
親
族
要
件
を
廃
止
し
、

60
歳
未
満
の
単
身
の
住
宅
確
保

要
配
慮
者
の
入
居
を
可
能
と
す

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
寄
附
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
館
林
市
暑
さ

対
策
本
部
に
お
い
て
、
今
年
度

か
ら
「
日
本
一
暑
い
ま
ち
」
と

い
う
用
語
は
使
用
し
な
い
と
決

め
た
こ
と
を
受
け
て
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
＝
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
法
律
及
び
災

害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利

率
の
引
下
げ
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
被
災
等
に
よ
り
保

証
人
を
立
て
ら
れ
な
い
被
災
者

が
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
連
帯
保
証

人
の
必
置
義
務
を
廃
止
し
、
保

証
人
の
有
無
と
貸
付
利
率
を
連

動
さ
せ
た
貸
付
け
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
被
災
者
の
災
害

援
護
資
金
の
円
滑
な
償
還
を
図

る
た
め
、
災
害
援
護
資
金
の
償

還
方
法
に
、
半
年
賦
償
還
及
び

月
賦
償
還
を
追
加
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

▽
館
林
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
に

つ
い
て
、
超
過
勤
務
を
命
ず
る

時
間
及
び
月
数
の
上
限
を
定
め

る
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。


